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当
日
は
48
名
の
評
議
員
の

ほ
か
、
教
職
員
を
含
め
計
63

名
が
出
席
し
た
。
安
井
利
一

学
長
は
挨
拶
の
中
で
、
学
部

長
を
兼
任
す
る
大
津
由
紀
雄

副
学
長
と
、
今
年
度
よ
り
新

た
に
就
任
し
た
高
野
敬
三
副

学
長
の
２
人
を
紹
介
。
大
津

副
学
長
は
、
言
語
学
の
大
家

で
外
国
語
学
部
長
を
兼
任
す

る
。
高
野
副
学
長
は
長
年
教

育
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た
経

験
か
ら
、
教
員
を
志
望
す
る

学
生
の
強
い
味
方
と
な
る
だ

ろ
う
と
話
し
、「
佐
々
木
康

年
数
字
を
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
就
職
情
報
サ
イ
ト
の
調

べ
で
は
今
年
の
求
人
倍
率
は

速
報
値
で
１
・
74
倍
と
、
昨

年
と
ほ
ぼ
同
水
準
。
今
年
も

６
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る

就
職
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
と
話
し
た
。

　

課
外
活
動
に
つ
い
て
は
、

体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
の
林
優
季

さ
ん
と
木
村
沙
耶
佳
さ
ん

（
共
に
経
済
学
科
・
４
年
）
が
、

昨
年
に
続
き
今
年
も
日
本
代

表
選
手
と
し
て
海
外
の
大
会

に
参
加
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

と
も
話
し
た
。
ま
た
、
４
月

に
起
き
た
熊
本
地
震
に
つ
い

て
、
大
学
に
は
15
人
の
熊
本

県
出
身
の
学
生
が
在
籍
し
て

お
り
、
実
家
が
一
部
損
壊
し

た
学
生
も
い
る
。
大
学
で
は

学
生
た
ち
が
大
学
の
内
外
で

募
金
活
動
を
熱
心
に
行
っ
た

と
報
告
し
た
。

学
生
や
大
学
へ
の

支
援
充
実
に

向
け
た
動
き
を

２
０
１
６
年
度
事
業
計
画

　

次
に
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
に
つ
い
て
の
審
議

が
あ
り
、
拍
手
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。
今
年
度
の
役
員
お

や
大
学
へ
の
支

援
を
充
実
さ
せ

て
い
く
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

教
育
後
援
会

の
重
要
な
活
動

の
一
つ
で
あ
る

地
区
教
育
懇
談

会
は
、
例
年
通

り
開
催
さ
れ
る
。

昨
年
度
は
参
加

者
が
増
加
。
今

後
も
懇
談
会
の

周
知
を
図
り
、

保
護
者
に
と
っ

て
有
益
と
な
る
会
に
し
て
い

き
た
い
と
、
秋
山
事
務
長
は

話
し
た
。

＊

　

そ
の
後
、
久
村
充
前
会
長

が
教
育
後
援
会
の
名
誉
会
員

と
し
て
承
認
さ
れ
、
新
役
員

等
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
て
、

閉
会
と
な
っ
た
。

史
先
生
と
と
も
に
、
副
学
長

３
人
体
制
で
学
生
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

好
調
だ
っ
た
就
職
率
、

課
外
活
動
に
つ
い
て

２
０
１
５
年
度
を

振
り
返
る

　

続
い
て
、
昨
年
度
の
教
育

後
援
会
会
長
の
久
村
充
氏
を

議
長
と
し
て
、
昨
年
度
の
議

事
録
確
認
が
行
わ
れ
た
。
鈴

木
洋
州
学
生
支
援
課
長
か
ら

は
、
大
学
の

近
況
報
告
が

あ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
今

年
３
月
の
卒

業
生
に
つ
い

て
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム

学
科
と
中
国

語
学
科
で
、

就
職
率
１
０

０
％
を
達
成

し
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

全
学
科
平

均
で
も
90
・

９
％
を
達
成
。

２
０
１
３

年
度
の
83
・

８
％
か
ら
毎

よ
び
評
議
員
の
選
出
も
行
わ

れ
、
こ
ち
ら
も
可
決
。
こ
れ

に
よ
り
今
年
度
の
会
長
に
佐

藤
恒
久
氏
が
就
任
し
、
以
後

の
議
事
は
佐
藤
氏
が
議
長
と

な
っ
て
進
行
し
た
。

　

今
年
度
の
教
育
後
援
会
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
在

学
生
数
の
変
化
に
伴
い
、
会

費
収
入
が
減
少
。
そ
の
結
果
、

い
く
つ
か
の
事
業
の
見
直
し

を
行
っ
た
と
秋
山
事

務
長
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、「
他

大
学
の
視
察
」
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
が
蓄
積
さ
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、

隔
年
実
施
と
す
る
こ

と
と
し
、
今
年
度
の

実
施
は
な
し
。
こ
う

し
た
見
直
し
に
つ
い

て
佐
藤
会
長
は
「
厳

し
い
討
議
を
重
ね
た

結
果
、
18
歳
人
口
の

減
少
が
今
後
も
続
く

こ
と
を
考
え
、
い
く

つ
か
の
事
業
廃
止
と

い
う
苦
渋
の
決
断
も

や
む
を
得
な
い
。
事

業
計
画
を
見
直
す
こ

と
で
、
今
後
も
学
生

　
５
月
28
日
（
土
）、
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室
で
、「
２
０
１
６
年
度
明

海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
評
議
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
６
年
度
評
議
員
会

学
生
や
大
学
へ
の

サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
図
る
た
め
に

事
業
計
画
や
予
算
を
審
議
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保
護
者
の
皆
様
、
理
事

長
・
学
長
を
は
じ
め
と
す
る

大
学
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
、

日
頃
よ
り
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
の
活
動
に
ご
理

解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
５
月
28
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
評
議
員
会
で
会
長
の

役
目
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

佐
藤
で
す
。
３
名
の
副
会
長

を
含
め
19
名
の
役
員
で
２
０

１
６
年
度
の
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
ま
す
。

今
年
度
の

活
動
方
針
と
予
算

　

さ
て
本
年
度
の
活
動
方
針

を①
学
生
に
と
っ
て
良
い
こ
と
、

為
に
な
る
こ
と
を
判
断

の
基
準
と
す
る

②
保
護
者（
会
員
）の
皆
さ
ん

と
大
学
の
懸
け
橋
と
な

る
③
明
海
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

向
上
に
協
力
し
て
い
く

の
３
点
と
し
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
今
年
度
の
予
算
で
す

が
、
本
紙
掲
出
の
通
り
前
年

に
比
べ
規
模
を
圧
縮
し
組
み

立
て
て
お
り
ま
す
。
少
子
化

が
、今
後
の
大
学
入
学
者
数
・

会
員
数
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
中
、
ま
ず

は
会
費
収
入
に
見
合
う
事
業

運
営
を
見
据
え
、
将
来
的
な

バ
ラ
ン
ス
も
意
識
し
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

主
体
事
業
「
地
区
教
育

懇
談
会
」
と
「
就
職
懇

談
会
」
に
つ
い
て

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
主

た
る
事
業
で
あ
り
ま
す
「
地

区
教
育
懇
談
会
」
は
昨
年
同

様
11
地
区
12
回
の
実
施
が
決

定
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
の

保
護
者
、
ま
だ
ご
参
加
い
た

だ
い
て
い
な
い
方
に
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、
各
学

部
の
先
生
方
よ
り
、
大
学
で

の
授
業
の
出
席
状
況
や
成
績

の
解
説
を
い
た
だ
き
、
今
後

の
勉
学
の
進
め
方
な
ど
ご
教

示
い
た
だ
け
ま
す
。
加
え
て

学
生
生
活
に
対
す
る
質
問
や

留
学
相
談
な
ど
も
可
能
で
す
。

ま
た
全
体
会
で
は
直
近
の
就

職
活
動
の
状
況
・
就
職
先
等

ホ
ッ
ト
な
情
報
も
開
示
さ
れ
、

面
談
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
さ
ら
に
突
っ
込
ん
だ
情

報
も
聞
か
れ
ま
す
。
一
度
ご

参
加
い
た
だ
い
た
保

護
者
に
は
大
変
好
評

で
、
翌
年
以
降
も
連

続
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
る
と
い
っ
た
状

況
で
す
。
ま
た
昨
年

か
ら
は
、
ご
自
宅
近

隣
の
開
催
地
に
限
ら

ず
、
他
地
区
で
の
参

加
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
務
局
あ
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

次
に
「
就
職
懇
談
会
」
の

ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
開

催
は
関
東
地
区
に
限
ら
れ
ま

す
が
、
内
定
を
獲
得
し
た
現

役
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

生
の
情
報
を
お
伝
え
す
べ
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
活
動
に
精
通
し
た
専
門

家
の
講
演
も
併
せ
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
就
職
懇
談
会

で
得
ら
れ
た
情
報
は
、
そ
の

後
の
最
新
情
報
と
併
せ
、「
地

区
教
育
懇
談
会
」
に
て
大
学

よ
り
報
告
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ト

ピ
ッ
ク
で
す
が
、
一
部
の
保

護
者
か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し

た
学
食
で
の
「
朝
食
サ
ー
ビ

ス
」
が
大
学
と
学
食
業
者
と

の
話
し
合
い
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
教
育
後
援

会
で
は
従
来
よ
り
学
食
へ
の

補
助
を
実
施
し
、
サ
ラ
ダ
等

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
朝
食
サ
ー
ビ
ス
の
状

況
も
確
認
し
補
助
振
替
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
朝

か
ら
大
学
に
来
る
！
」
こ
と

の
一
助
に
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
保
護
者
か
ら
も
利

用
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

　

別
掲
出
の
事
業
を
精
査
し
、

よ
り
効
率
よ
く
事
業
の
執
行

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
地
区
懇
談
会

へ
の
ご
参
加
も
含
め
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2015 年度　一般会計決算書
（自）2015年 4月 1日（至）2016年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 本年度決算額 増減額
会 費 76,000,000 73,440,000 2,560,000
一 般 会 計 戻 入 金 4,000,000 4,000,000 0
繰 越 金 16,592,987 16,592,987 0
合 計 96,592,987 94,032,987 2,560,000
支出の部	

科　　目 本年度予算額 本年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 600,000 406,620 193,380
国内外大学調査研究費 300,000 157,040 142,960
組織強化費 17,500,000 13,957,712 3,542,288
広報費 5,000,000 4,061,941 938,059

小　　計 23,400,000 18,583,313 4,816,687

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 21,200,000 17,329,636 3,870,364
部活動等協力費 10,200,000 8,221,554 1,978,446
教育補助 5,740,000 4,511,514 1,228,486
卒業記念品費 9,100,000 8,769,600 330,400
卒業アルバム制作費援助 5,500,000 4,668,600 831,400
就職対策費 1,000,000 716,137 283,863
留学研修費援助 5,000,000 2,990,000 2,010,000
施設整備支援 0 0 0

小　　計 57,740,000 47,207,041 10,532,959
事業費計 81,140,000 65,790,354 15,349,646

会
議
費

評議員会議 1,400,000 1,298,819 101,181
役員会・常任幹事会 1,800,000 1,070,783 729,217
その他会議 300,000 281,347 18,653

会議費計 3,500,000 2,650,949 849,051

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 18,097 81,903
慶弔費 300,000 231,722 68,278
旅費交通費 30,000 23,240 6,760
印写事務費 600,000 293,348 306,652
業務委託費 7,800,000 7,641,807 158,193
渉外費 300,000 155,000 145,000
消耗品費 400,000 338,543 61,457
事務費 500,000 230,850 269,150

小　　計 10,030,000 8,932,607 1,097,393
備
品
費
什器備品費 500,000 74,167 425,833

小　　計 500,000 74,167 425,833
管理費計 10,530,000 9,006,774 1,523,226

予　 備 　費 1,000,000 0 1,000,000
次年度繰越金 422,987 16,584,910 ▲ 16,161,923
合　　　　計 96,592,987 94,032,987 2,560,000

2016 年度　一般会計予算書
（自）2016年 4月 1日（至）2017年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増減額
会 費 68,000,000 76,000,000 ▲	8,000,000
一 般 会 計 戻 入 金 0 4,000,000 ▲	4,000,000
繰 越 金 16,584,910 16,592,987 ▲	8,077
合 計 84,584,910 96,592,987 ▲	12,008,077
支出の部

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 500,000 600,000 ▲	100,000
国内外大学調査研究費 300,000 300,000 0
組織強化費 17,000,000 17,500,000 ▲	500,000
広報費 4,500,000 5,000,000 ▲	500,000

小　　計 22,300,000 23,400,000 ▲	1,100,000

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 20,300,000 21,200,000 ▲	900,000
部活動等協力費 9,900,000 10,200,000 ▲	300,000
教育補助 5,440,000 5,740,000 ▲	300,000
卒業記念品費 0 9,100,000 ▲ 9,100,000
卒業アルバム制作費援助 5,000,000 5,500,000 ▲ 500,000
就職対策費 1,000,000 1,000,000 0
留学研修費援助 4,000,000 5,000,000 ▲	1,000,000
施設整備支援 0 0 0

小　　計 45,640,000 57,740,000 ▲	12,100,000
事業費計 67,940,000 81,140,000 ▲	13,200,000

会
議
費

評議員会議 1,400,000 1,400,000 0
役員会・常任幹事会 1,600,000 1,800,000 ▲	200,000
その他会議 300,000 300,000 0

会議費計 3,300,000 3,500,000 ▲	200,000

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000 100,000 0
慶弔費 250,000 300,000 ▲	50,000
旅費交通費 30,000 30,000 0
印写事務費 600,000 600,000 0
業務委託費 7,800,000 7,800,000 0
渉外費 300,000 300,000 0
消耗品費 400,000 400,000 0
事務費 500,000 500,000 0

小　　計 9,980,000 10,030,000 ▲ 50,000
備
品
費
什器備品費 500,000 500,000 0

小　　計 500,000 500,000 0
管理費計 10,480,000 10,530,000 ▲	50,000

予　 備　 費 1,000,000 1,000,000 0
次年度繰越金 1,864,910 422,987 0
合　　　　計 84,584,910 96,592,987 △	12,008,077

■2016年度　新役員の紹介（※敬称略）
会　　　　　長／佐藤　恒久
副　　会　　長／平尾　　修　　　栗本　真弓　　　戸澤　五月
常任役員・会計／原田　さゆり　　浅古　直美　　　鈴木　千代子
役　　　　　員／本多　輝明　　　山岡　麻子　　　村田　由実　　　嵯峨　邦江
　　　　　　　　山田　文代　　　渡邊　　香　　　樋口　節子　　　片岡　由香
　　　　　　　　今野　正弘　　　福田　清一　　　山本　和枝　　　枝常　孝泰

2016年度事業計画

Ⅰ．教育後援会主体事業
　Ａ－１　地区教育懇談会の実施
　Ａ－２　就職懇談会の実施
　Ａ－３　教育後援会会報「潮風」の発刊
　Ａ－４　教育後援会奨学金
　Ａ－５　不動産会社の紹介
　Ａ－６　卒業アルバムの贈呈
　Ａ－７　他大学視察
　Ａ－８　教育後援会ホームページの充実
　Ａ－９　学生の慶弔
　Ａ－10　教育後援会学生表彰の実施

Ⅱ．学生の自主的諸活動支援
　Ｂ－１　課外教育活動団体の支援
　Ｂ－２　学園祭の支援
　Ｂ－３　サマ－キャンプの支援
　Ｂ－４　新入生歓迎会の支援
　Ｂ－５　留学生連合会主催行事の支援

　Ｂ－６　スポーツ活動の支援
　Ｂ－７　契約厚生施設利用の支援
　Ｂ－８　卒業パ－ティ－の支援
　Ｂ－９　卒業アルバムの支援
　Ｂ－10　文化活動の支援
　Ｂ－11　ボランティア活動の支援
　　
Ⅲ．大学実施事業支援
　Ｃ－１　長短期学生海外留学研修派遣の支援
　Ｃ－２　就職対策の支援
　Ｃ－３　大学施設設備等の支援
　Ｃ－４　学生食堂の支援
　Ｃ－５　少人数教育の支援
　Ｃ－６　学部教育の支援
　Ｃ－７　課外教育活動団体顧問の支援
　Ｃ－８　課外教育活動団体指導者の支援
　Ｃ－９　体育会活動の支援

評議員会にて

２
０
１
６
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

教
育
後
援
会
会
長
　
佐
藤
恒
久

会長挨拶
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明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
大
学
の
運
営
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を

頂
戴
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
過
日
の
熊

本
県
の
大
地
震
で
被
災
さ
れ

　

３
月
14
日
（
月
）、
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
30
周
年
記
念
館

学
生
ホ
ー
ル
で
、
学
生
表
彰

た
皆
様
に
は
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本

学
も
直
ち
に
学
生
本
人
と
ご

家
族
の
被
災
状
況
を
調
査
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

続
け
て
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
27
年
度
の
1

年
間
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教

育
後
援
会
の
会
長
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
久

村
充
様
に
は
適
切
な

会
務
運
営
で
立
派
に

そ
の
重
責
を
果
た
し

て
く
だ
さ
り
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
、
副

会
長
の
佐
藤
恒
久
様
、

堀
籠
祥
子
様
、
栗
本

式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で
優
秀
な

成
績
を
残
し
た
り
、
顕
著
な

貢
献
を
し
た
と
認
め
ら
れ
た

り
し
た
個
人
や
団
体
を
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
が

表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
は

42
の
個
人
や
団
体
が
対
象
と

な
っ
た
。

　

空
手
道
で
国
体
３
位
の
成

績
を
収
め
た
経
済
学
科
４
年

遠
山
大
輔
さ
ん
は
、
こ
の
春

か
ら
警
視
庁
に
入
庁
、
空
手

道
も
続
け
る
と
い
う
。「
い

ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
た
４

年
間
だ
っ
た
。
特
に
保
護
者

か
ら
の
応
援
は
励
み
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
表
彰
者
代
表

と
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

さ
て
、
平
成
28
年
度
の
会

長
を
お
務
め
い
た
だ
く
前
副

会
長
の
佐
藤
恒
久
様
、
そ
し

て
副
会
長
を
お
務
め
い
た
だ

く
平
尾
修
様
、
栗
本
真
弓
様
、

そ
し
て
戸
澤
五
月
様
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
1
年
間
、
全
て

の
明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
の
夢
の
実
現
の
た

め
に
、
大
学
は
精
一
杯
努
力

し
ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご
支

援
く
だ
さ
い
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
は

益
々
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
高
大
接
続
改
革
の

中
で
、
高
等
学
校
教
育
改
革
、

大
学
教
育
改
革
、
そ
し
て
大

学
進
学
の
た
め
の
入
学
試
験

改
革
な
ど
が
文
部
科
学
省
に

て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
委
員
と
し
て
参
画
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
私
が
い
つ

も
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

「
明
海
大
学
に
入
学
し
て
よ

に
目
標
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
更
に
高
い
就
職
率

を
あ
げ
る
よ
う
に
計
画
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部

と
中
国
語
学
科
は
就
職
率
１

０
０
％
で
し
た
。
学
生
が
望

ん
で
い
る
よ
う
な
職
業
に
１

０
０
％
就
か
せ
て
あ
げ
る
支

援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
教
員
は

よ
り
一
層
教
育
力
に
磨
き
を

か
け
、
そ
し
て
学
生
は
自
己

実
現
に
夢
を
持
つ
こ
と
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
は
、
明
海
大
学
を

選
ん
で
入
学
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
教
職
員
を
挙
げ
て

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
誠
心
誠
意
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
キ
ャ
ン

パ
ス
づ
く
り
に
専
念
い
た
し

ま
す
。

真
弓
様
に
は
大
き
な
支
え
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
地
区
懇
談
会
や
就
職
懇

談
会
、
そ
し
て
9
カ
所
の
地

区
懇
談
会
と
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
皆
様
の
真
摯
な

態
度
に
心
打
た
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
明
海
大
学
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「
学
生
と

保
護
者
の
満
足
度
の
高
い
大

学
で
あ
れ
」
と
い
う
の
が
学

長
と
し
て
の
強
い
思
い
で
す
。

教
育
後
援
会
執
行
部
の
皆
様

を
通
じ
て
、
そ
の
思
い
を
保

護
者
の
皆
様
に
伝
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

か
っ
た
。
明
海
大
学
を
卒
業

し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

こ
と
が
大
学
の
魅
力
で
あ
り

実
力
で
す
。
明
海
大
学
浦
安

キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
学
部
学
科

の
進
級
要
件
も
目
前
に
迫
っ

て
き
ま
し
た
。
外
国
語
学
部

の
外
部
試
験
で
の
評
価
、
経

済
学
部
で
の
経
済
・
経
営
の

各
試
験
で
の
評
価
、
不
動
産

学
部
の
宅
建
士
資
格
、
そ
し

て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
な
ど
も
、
教
育
課
程
の
一

通
過
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
教
育
の
質
保
証
に
到

達
す
る
た
め
の
方
法
論
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
率
も
大
切
な
教
育
指
標

で
す
。
昨
年
度
は
就
職
率

90
％
以
上
を
目
途
に
留
学
生

も
含
め
て
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
教
員
が
一
体

と
な
っ
て
推
し
進
め
、
見
事

2015年度浦安キャンパス教育後援会表彰者一覧（敬称略）
1. 表彰対象①個人

 氏名（学科） 内　　容
木村　沙耶佳（経済） 470級ジュニアワールド選手権大会出場
林　　優季（経済） 470級ジュニアワールド選手権大会出場
大石　文弥（経済） ブラウブリッツ秋田（J3）新加入決定

遠山　大輔（経済） 第70回国民体育大会2015紀の国わかやま国体
空手競技成年男子組手個人軽量級３位

細野　舞香（日本語） 第26回関東学生新人陸上競技選手権大会女子400m（Ｂ決勝）８位

田原　智仁（経済） 日本ジュニアユース陸上競技選手権大会女子ハンマー投８位、第
２６回関東学生新人陸上競技選手権大会女子ハンマー投３位

鬼澤　光樹（経済） 第26回関東学生新人陸上競技選手権大会
男子400mＨ（Ｂ決勝）３位

升谷　旭杜（日本語） ３年間ビブリオバトル普及委員。
ビブリオバトル首都決戦関東ブロック大会２回出場

品田　陵晟（経済） 「大地連携ワークショップｉｎ戸沢村」に参加、地域起こしのプレゼ
ン大会で個人３位、団体優勝チームのリーダー

１．表彰対象①団体

体育会ヨット部
470級ジュニアワールド選手権大会18位
第 24回全日本学生女子ヨット選手権大会総合５位、470級５位、
470級 13位、スナイプ級９位

体育会空手道部 第59回全日本学生空手道選手権大会
男子個人組手ベスト32、女子個人組手ベスト32

学友会サークル
不動産研究会

住宅新報（住宅新報社発行）に「不動産の不思議」をリレー連載し、
100回を超える、現在も連載中

２．表彰対象② ‐ １
尾本　亜耶（英米語） 女子硬式庭球部主将
古茶　有彩（英米語） ジャズオーケストラ部部長
関根　綾（英米語） 茶道部部長
松川　実瑞穂（英米語） バレーボール部主将
奥田　光揮（経済） 男子硬式庭球部主将
加藤　博人（経済） サッカー部主将
遠山　大輔（経済） 空手道部主将
渡邉　翔（経済） 陸上競技部主将
水谷　託也（不動産） 軽音楽部アリーナ部長
２．表彰対象② ‐ ２
菊地真衣子（英米語） 学園祭実行委員会委員長
江村　拓朗（経済） 学術文化連合会会長
田中　啓介（経済） 学友会副会長
王　柏人（経済） 留学生連合会会長
藤田　奏恵（ＨＴ） 卒業パーティー実行委員会委員長
３．表彰対象③
中尾　稜（日本語）、チュアワンカム　ティーティポーン（日本語）、藤田　玲央名（日本語）
北村　美貴（英米語）、高橋　佳奈江（英米語）、石川　由真（英米語）、前田　東ゆ子（英米
語）、ラミレス　ヒロアキ（ＨＴ）、渡邉　成美（ＨＴ）、テイアンタイソン　アピンヤー（経済）、
甲斐　晃（経済）、樽井　聖人（経済）、冨岡　拓実（経済）、都　一（経済）
東日本大震災による被災地（岩手県釜石市）の復興支援ボランティア活動に明海大学の代表と
して積極的に参加し、地域社会に顕著な貢献をした

小倉　雅俊（経済） 上記のほか、１年次から国内外でボランティアやインターンシップ
に取り組み、顕著な貢献を果たした

カルキ　プラビン（ＨＴ）ネパール大地震の被災者救援と復興のために学内外で募金活動をし、学長と大使館を訪れ義援金を渡す

２
０
１
５
年
度　
学
生
表
彰
式

課
外
活
動
の
功
績
を
称
え
、

42
の
個
人
・
団
体
を
表
彰

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
改
革

学
長
　
安
井
利
一

学長
挨拶

入学生代表宣誓をしたホスピタリ
ティ・ツーリズム学科の宮崎優夏
さんは、将来、ホテルで働きたい
と、実践的な教育に惹かれて入学厳かな雰囲気の中、式が始まった 構内の満開の桜が新入生を歓迎していた笑顔あふれる袴姿の卒業生たち

自国の民族衣装で参加す
る学生が多く、モンゴル
からの留学生もその一
人。この色鮮やかな衣装
はお祝い事で着るものだ
とか

先
生
方
、
来
賓
者
の
話

に
耳
を
傾
け
る
卒
業
生

学
業
や
学
内
外
で
活
躍
し
た
学
生
に

は
宮
田
賞
が
授
与
さ
れ
た

式
終
了
後
に
は
雨
も
上
が
り
穏
や
か
な

天
気
に

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
悔
い
の
な
い

学
生
生
活
を
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
宮
田
淳
理
事
長

2015年度 学位記授与式
　３月14日（月）、浦安キャンパス体育館で学
位記授与式が行われた。浦安キャンパスからは、
約800名の学生が新たな人生に向けて旅立ちの
時を迎えた。あいにくの雨模様ながらも、袴姿の
女子学生も多く華やかな門出となった。 2016年度 入学式

４月４日（月）、浦安キャンパ
スで 2016（平成 28）年度の
入学式が行われた。雨模様では
あったが暖かな日和の中、新入
生たちは明海大生としてのス
タートを切った。

MEIKAI PHOTO ALBUM

表彰式の様子
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体育会連盟会会長
野苅家 覚（ノガリヤ サトル）

経済学科 3 年

①今年度、体育会連盟
会では各部で定めた目
標を達成すべく日々練
習に励んでいます。大
会成績を残すことで明
海大学を広く知っても
らえればと考えていま

す。また大学行事に参加し大学を盛り上
げたいと思います。応援よろしくお願い
します。

②グラウンドやテニスコート・メイカイ
クラブなどの施設が充実しているところ
です。

学園祭実行委員会委員長
成冨 頼幸（ナリトミ ヨリユキ）

経済学科３年

①今年度の学園祭のテーマ
が「Chance」なので、来場者
の方々に少しでも Chance
を感じ取ってもらいたいと
思い、そのためにさまざま
な企画を予定しております。
また、今年度は少数精鋭で
はありますが、みんなで一
致団結して頑張ります！

②講師と生徒の距離が近く非常に学びやすい
環境に恵まれています。留学生の数も多くさ
まざまな国際交流も非常に魅力的です。そし
て、30 周年記念館ホールを始め、勉学に勤し
む環境がしっかり設備されています。

学友会中央委員会会長
河本 沙綾（カワモト サヤ）

不動産学科 3 年

①多くの学生がより良
い大学生活を送るため
に必要なものは何か、
求めていることは何か
を考え学生と大学の架
け橋として、希望の実
現に向けて中央委員会
の委員たちと努力して
いきたい。

②各分野のエキスパートである先生方の
充実した授業内容。最近新しくなった開
放的な図書館が気に入ってます。

留学生連合会会長

寧 秀影（ネイ シュウエイ）
経済学科４年

① 留 学 生 が 勉 強 に 励
み、 豊かな大学生活を
送ること。留学生と日
本人学生がお互いに各
国の文化をもっと深く
理解するために、今年 
も学園祭への参加や国
際交流会、合宿などの
イベントを行います。

②明海大学のサポートセンターが一番好
きです。留学生支援、学事課、キャリア
サポートセンターなど、留学生にしか分
からない悩みの相談に乗ってくれます。

学術文化連合会会長
渡邉 優希（ワタナベ ユウキ）　

英米語学科 3 年

①学術文化連合会に所属す
る団体は、功績を発表する
場が多くありません。その
ため、年々部員数が減少す
る傾向にあります。ですか
ら、多くの明海大学の学生
に、注目をしていただける

よう、学術文化連合会主催のイベントや宣伝
を、精一杯務めさせていただきます。

②明海大学の好きなところは、学生と学生支
援課の距離が近く、学生に親身になっていた
だけることです。いつも学生支援課の職員方
にはお世話になっています。

①今年度の意気込み・抱負を教えて
　ください
②明海大のここが好き！を教えてく
　ださい

　明海大の学友会は７つの組織で構成
されている（卒業パーティー実行委員
会、卒業アルバム制作委員会は現在代
表者不在）。学友会とは、全学生を会員
とした学生のための自治会組織のこと
で、学生生活をより向上させるために、
課外活動を通じて、日々活動している。
　今年度の代表に活動方針や抱負を寄
せていただいた。	 （敬称略）

2016年度 

学友会委員長に聞く



第46号  (6)し　お　か　ぜ
　

佐
藤
恒
久
教
育
後
援
会
会

長
は
「
昨
年
と
比
べ
て
今
年

は
参
加
者
が
１
・
５
倍
増
だ

と
聞
い
て
い
ま
す
。
教
育
懇

談
会
は
先
生
方
と
近
い
距
離

で
相
談
が
で
き
る
よ
い
機
会

で
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

安
井
利
一
学
長
は
挨
拶

で
「
本
日
を
皮
切
り
に
全
国

９
カ
所
で
教
育
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
教
育
後
援
会

と
教
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て

各
地
区
の
保
護
者
と
お
話
し

し
、
情
報
共
有
し
て
い
き
ま

す
。
大
学
で
は
『
教
育
の
質

の
保
証
』
を
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
を
確
実
に
つ
け
て
も
ら

う
こ
と
、
就
職
率
を
上
げ
る

こ
と
は
、
質
の
保
証
で
あ
る

と
考
え
、
今
の
４
年
生
に
は

今
年
以
上
の
就
職
率
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
の
近
況
報

告
が
鈴
木
洋
州
学
生
支
援
課

長
よ
り
行
わ
れ
た
。
学
生
支

援
に
つ
い
て
は
、授
業
の「
出

欠
調
査
」
を
行
い
、
欠
席
の

多
い
学
生
や
先
生
か
ら
見
て

心
配
な
学
生
に
は
声
を
か
け

て
い
る
と
話
し
た
。「
学
生

相
談
室
に
は
男
女
４
人
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
い
ま
す
。
相

談
す
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と

で
は
な
い
と
学
生
に
も
保
護

者
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
、
2
０

１
５
年
度
の
卒
業
生
の
就
職

率
は
90
・
９
％
で
目
標
を
ク

リ
ア
し
た
と
説
明
。
中
で
も

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
科
と
中
国
語
学
科
は

１
０
０
％
だ
っ
た
と
話
し
た
。

　

今
年
度
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
選
考
活
動
が
始
ま
っ
た

６
月
１
日
か
ら
１
カ
月
が

経
っ
た
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
い
く
つ
か
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
一
つ
は
３
月
１

日
の
広
報
活
動
前
後
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
増
え

た
こ
と
。
参
加
し
た
学
生

に
内
容
を
尋
ね
る
と
、
選

考
活
動
を
兼
ね
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
と
い
う
。
も

う
一
つ
は
、
企
業
が
昨
年

と
比
べ
て
学
生
を
じ
っ
く

り
見
極
め
て
採
用
し
て
い

る
印
象
が
あ
る
。
ま
た
企

生
な
の
で
就
職
は
一
番
の
関

心
事
。
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。（
経
済
学
科
４
年
男

子
の
保
護
者
）

●
日
頃
か
ら
ゼ
ミ
の
先
生
の

お
話
を
娘
か
ら
聞
い
て
い
た

の
で
、
一
度
お
会
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生

に
は
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
娘
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
考
え
て
い

る
の
で
、
詳
し
い
お
話
を
聞

く
こ
と
で
き
ま
し
た
。（
Ｈ
Ｔ

学
科
２
年
女
子
の
保
護
者
）

●
実
は
２
年
生
に
な
っ
て
か

ら
バ
イ
ト
中
心
の
生
活
で
大

学
を
休
み
が
ち
だ
っ
た
の
で
、

学
生
支
援
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
の
は
グ
ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。
単
位
の

こ
と
な
ど
、
直
接
先
生
に
ご

相
談
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。（
英
米
語
学
科
２

年
女
子
の
保
護
者
）

●
個
別
面
談
で
履
修
に
問
題

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
卒
業
に
関
わ
る
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
早
め
に
分

か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
今

夏
は
中
国
へ
の
短
期
留
学
を

控
え
て
い
ま
す
。
親
と
し
て

は
政
情
な
ど
を
考
え
る
と
不

安
も
あ
る
の
で
す
が
、
先
生

か
ら
詳
細
を
う
か
が
い
、
安

心
で
き
ま
し
た
。（
中
国
語

学
科
２
年
女
子
の
保
護
者
）

業
側
の
担
当
者
に
よ
る
と
、

広
報
活
動
開
始
か
ら
選
考
活

動
開
始
ま
で
３
カ
月
し
か
な

い
か
ら
か
、
企
業
研
究
や
業

界
研
究
の
足
り
な
い
学
生
が

多
い
と
の
こ
と
。
現
在
の
内

定
状
況
は
、
動
き
出
し
の
早

か
っ
た
学
生
が
結
果
を
出
し

て
お
り
、
順
調
で
あ
る
。
今

後
は
動
き
出
し
の
鈍
い
学
生
、

動
い
て
い
る
が
結
果
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
学
生
に
向
け

て
就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を

強
化
し
て
い
く
と
話
し
た
。

　

そ
し
て
保
護
者
に
対
し
て

は
「
就
職
活
動
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
自
分
を
否
定
さ
れ

た
よ
う
で
学
生
は
落
ち
込
み

ま
す
。
就
職
活
動
を
止
め
て

し
ま
う
学
生
も
い
る
。
保
護

者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
心
の
支

え
と
な
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
」、
ま
た
２
年
生
の
保
護

者
に
は
「
３
年
生
に
な
っ
た

ら
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
講

座
を
と
る
よ
う
に
学
生
に
勧

め
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

懇
談
会
、
個
別
面
談
を
終

え
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
、
保

護
者
と
教
職
員
が
活
発
に
話

す
姿
が
見
ら
れ
た
。

【
参
加
者
の
声
】

●
息
子
は
家
族
に
は
言
わ
な

い
将
来
の
こ
と
や
就
職
の
こ

と
な
ど
を
ゼ
ミ
の
先
生
に
は

話
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
先
生
は
た
く
さ
ん

い
る
学
生
の
一
人
ひ
と
り
を

見
て
い
て
く
れ
て
い
る
の
だ

と
感
激
し
ま
し
た
ね
。
４
年

企業名 人数
建設・不動産業
木下工務店 1
新昭和 1
大和ハウス工業 1
アーネストワン 8
ＦＪネクスト 2
オープンハウス 1
グランディハウス 1
スターツグループ 4
住友不動産販売 2
住友林業ホームサービス 1
大京穴吹不動産 1
東急リバブル 2
ハウスドゥ 1
みずほ不動産販売 1
三菱ＵＦＪ不動産販売 2
伊藤忠アーバンコミュニティ 1
積和不動産 1
日本ハウズイング 1
ハウスメイトグループ 2
レオパレス２１ 2

製造業
サミット製油 1
アルビオン 1
日医工 1
王子製鉄 1
日本アイ・エス・ケイ 1
ヒロハマ 1
成田デンタル 1
サーマル 1
富士電機 1
能美防災 1

金融業
みずほフィナンシャルグループ 2
千葉興業銀行 1
気仙沼信用金庫 1
佐原信用金庫 1
千葉信用金庫 1
東京シティ信用金庫 1
フィナンシャル・エージェンシー 1
日本賃貸保証 1

卸売・小売業
オンワード樫山 1
ナルミヤ・インターナショナル 1
髙瀬物産 1
イオンフォレスト 1
資生堂ジャパン 2
日本ロレアル 3
ＩＴＸ 1
エフティグループ 1
ガリバーインターナショナル 6
小泉 2
コネクシオ 1
田中商事 2
テンポスバスターズ 1
橋本総業 1
渡辺パイプ 1
サマンサタバサジャパンリミテッド 1
セフテック 1
カスミ 1
シー・ヴイ・エス・ベイエリア 1
ジェイアール東海パッセンジャーズ 1
生活協同組合コープみらい 1
ベイシア 1
マルエツ 1
ヤオコー 1
ヨークマート 1
エービーシー・マート 1
コナカ 1
ジュングループ 1
ファーストリテイリング 1
ユナイテッドアローズ 1
ケーユーホールディングス 2
埼玉トヨペット 2
千葉マツダ 2
ネッツトヨタ千葉 1
ビッグモーター 3
カインズ 1
ノジマ 1
ビックカメラ 2
ヤマダ電機 1
ヨドバシカメラ 7
ラオックス 7
ＬＩＸＩＬビバ 1
Ａｓ－ｍｅエステール 1

ウエルシア薬局 2
くすりの福太郎 3
ケイ・ウノ 3
ココカラファイン 1
コストコホールセールジャパン 1

運輸・通信業
鴻池運輸 1
東都自動車 1
エアーポートカーゴサービス 1
全日本空輸 3
日本航空 2
バニラ・エア 2
日本ロジステック 1
富士港運 1
ソフトクリエイト 1
ディップ 1
日本ＳＥ 2
ブロードバンドタワー 1
コスモネット 1

サービス業
ＡＮＡエアポートサービス 8
ＡＮＡ成田エアポートサービス 1
ＪＡＬスカイ 5
新幹線メンテナンス東海 1
ＡＮＡ中部空港 1
エイチ・アイ・エス 5
近畿日本ツーリスト 1
ＪＴＢコーポレートセールス 1
ＪＴＢ首都圏 1

ジェイティービービジネス
トラベルソリューションズ 1

東武トップツアーズ 4
ユーラシア旅行社 1
メモリードグループ 1
目黒雅叙園 1
徳真会グループ 1
スターツケアサービス 1
ニチイ学館 4
東京スマイル農業協同組合 1
日本郵便 1
セントケア・ホールディング 1
スタジオアリス 1
イオンファンタジー 1
ナムコ 1

大江戸温泉物語 1
白洋舎 1
セントラル警備保障 2
綜合警備保障 4
太陽建機レンタル 1
クリップコーポレーション 1
さなる（佐鳴予備校） 1

宿泊・飲食業
アゴーラ・ホスピタリティーズ 1
シャングリ・ラ ホテル 東京 2
帝国ホテル 1
日本ビューホテル 1
ニュー・オータニ 1
藤田観光 ホテル椿山荘東京 1
プリンスホテル 1
星野リゾート 1
三井不動産ホテルマネジメント 1
リゾートトラスト 1
木曽路 1
くらコーポレーション 1

クリエイト・レストランツ・
ホールディングス 4

サイゼリヤ 1
ダイヤモンドダイニング 1
ＷＤＩ ＪＡＰＡＮ 2
タリーズコーヒージャパン 1
東天紅 1
東和フードサービス 1
ブロンコビリー 1

公務員・教員
防衛省　陸上自衛隊 2
警視庁 1
国東市役所 1
鉾田市役所 1
袖ヶ浦市教育委員会（中学校） 1
東京都教育委員会（中学校） 1
立志舎高等学校 1

※企業名右記の数字は就職者数	
※各業種の企業名は順不同	

2015年度 卒業生の主な就職先

成
績
、
就
職
、
大
学
生
活
が
分
か
る
と
好
評

関
東
地
区
教
育
懇
談
会
（
２
・
４
年
）

　

―
昨
年
に
比
べ
参
加
者
が
１
・
５
倍
に

　
７
月
２
日
（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
で
２
・
４
年
生
対

象
の
関
東
地
区
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
梅
雨
の
中
休

み
の
暑
い
日
と
な
っ
た
が
、
１
３
６
世
帯
１
７
９
人
（
外
国

語
学
部
46
人
、
経
済
学
部
37
人
、
不
動
産
学
部
23
人
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
部
73
人
）
が
参
加
し
た
。

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略
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明
海
大
学
で
は
、
保
護
者

の
皆
さ
ま
方
や
学
生
か
ら
、

「
入
学
し
て
良
か
っ
た
」「
大

学
で
の
学
習
に
よ
り
力
が
付

い
た
」「
卒
業
し
て
良
か
っ

た
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
学
部
・
学
科
や

事
務
部
各
課
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
な
か
、
国
は
大
学

等
の
高
等
教
育
機
関
に
対
し

て
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ

リ
シ
ー
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ

リ
シ
ー
の
三
つ
を
一
体
的
に

改
善
・
明
示
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
大
学
教
育
の
質
的
向

上
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
、
本
学
に
お
い
て
は
、

学
科
ご
と
に
、
進
級
基
準
を

設
定
し
教
育
目
標
の
達
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

こ
の
取
り
組
み
に
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
大
学

が
お
預
か
り
し
た
お
子
様
の

力
を
高
め
る
こ
と
は
、
大
学

の
教
育
水
準
の
向
上
と
表
裏

一
体
で
あ
り
、
卒
業
後
の
就

職
率
の
向
上
に
結
び
つ
く
も

の
で
す
。

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
と
地
域

学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
一
方
で
、
積
極
的
に
本

学
の
教
育
研
究
の
成
果
を
発

信
し
て
、
本
学
の
知
名
度
や

社
会
的
評
価
を
一
層
高
め
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
本
学
で
は
、
今
年
度
か

ら
、
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
と

地
域
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー

の
目
的
は
、
本
学
か

ら
よ
り
多
く
の
教
員

を
輩
出
す
る
た
め
の

支
援
を
組
織
的
に
行

う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

地
域
学
校
教
育
セ
ン

タ
ー
の
目
的
は
、
本

学
の
教
育
研
究
の
成
果
を
地

域
や
地
域
に
あ
る
小
中
高
等

学
校
に
還
元
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。今
後
、両
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進

し
て
、
明
海
大
学
の
レ
ゾ
ン

デ
ー
ト
ル
を
盤
石
な
も
の
と

す
る
と
と
も
に
、
大
学
と
し

て
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
教
育
後

援
会
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
学
で
何
を
学
び
、
社
会
に
巣
立
つ
準
備
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
…
。
保
護
者
に

と
っ
て
も
大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
今
号
で
は
、
明
海
大
の
教
育
方
針
の
舵
を
取
る
三

人
の
先
生
方
に
保
護
者
・
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。

保
護
者
・
学
生
に
向
け
て

明
海
大
学
が
目
指
す
教
育
・
目
指
す
大
学

―
新
し
い
取
り
組
み

勉
強
、
生
活
、
人
間
関
係
…
困
っ
た
と
き
に
は
、

「
い
つ
で
も
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
！
」

　

今
年
４
月
か
ら
、
図
書
館

に
入
館
す
る
と
す
ぐ
に
美
し

い
絨
毯
と
お
洒
落
な
テ
ー
ブ

ル
や
椅
子
で
彩
ら
れ
た
広
い

ス
ペ
ー
ス
が
眼
前
に
広
が
り

ま
す
。「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ
」
の
登
場
で
す
。
こ

れ
は
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
大

学
の
学
び
の
空
間
を
象
徴
す

る
場
で
あ
り
、
学
生
の
能
動

的
な
学
習
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
）
環
境
を
よ
り

積
極
的
に
支
援
す
る
大
学
図

書
館
の
新
た
な
姿
を
現
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
員
に
よ
る

「
知
の
伝
達
」
主
体
型
授

業
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
に
よ
る

「
知
の
創
出
」
型
授
業
へ

の
変
化
に
よ
り
、
学
習
環

境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
教

室
内
学
習
環
境
だ
け
で
は

　

あ
れ
だ
け
賢
い
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
で
も
踏
み
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
こ
と
ば
の
世

界
で
す
。
ヒ
ト
（
人
間
）
は

こ
と
ば
の
世
界
に
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
お
か
げ
で
、
自
身

を
取
り
巻
く
環
境
や
他
者
の

考
え
を
正
し
く
認
識
し
、
豊

か
に
思
考
す
る
力
を
手
に
入

れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
思
考
の

結
果
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
文
字
が
加
わ
っ
て
か
ら

は
、
思
考
の
結
果
を
次
世
代

以
降
に
も
伝
え
る
こ
と
が
可

　
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
の
管
理
・

研
究
棟
２
階
、
入
っ
て
す
ぐ

に
あ
る
「
学
生
支
援
課
」。
ど

の
よ
う
に
学
生
と
関
わ
っ
て

い
る
の
か
、
主
任
の
人
見
さ

ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

　

主
な
業
務
は
次
の
４
つ
。

「
一
つ
目
は
学
生
の
修
学
・

学
生
生
活
支
援
及
び
相
談
。

ニ
つ
目
は
、
課
外
活
動
（
部

活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
委

員
会
活
動
）
の
管
理
と
サ

ポ
ー
ト
。
三
つ
目
は
、
奨
学

　
保
健
室
の
隣
に
あ
る
「
学

生
相
談
室
」
は
、
学
生
た
ち

が
心
の
悩
み
を
打
ち
明
け
る

場
所
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

実
情
や
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
に

つ
い
て
伺
っ
た
。

 

「
学
生
相
談
室
は
悩
み
、
気

が
か
り
が
あ
っ
た
り
、
何
か

に
つ
ま
ず
い
た
り
し
た
と
き

に
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か

を
一
緒
に
考
え
る
と
こ
ろ
」

６
月
第
２
４
８
７
号
（
６
月

27
日
））と
い
わ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
学
習
空
間
で
は
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
側

（
学
生
等
）
か
ら
考
え
る
学

習
環
境
が
整
え
ら
れ
、
さ
ら

に
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
、
ハ
ー

ド
（
Ｐ
Ｃ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
）や
ソ
フ
ト（
人
的
サ
ー

ビ
ス
）
の
両
面
か
ら
環
境
支

援
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
教
職
員
、
学
生
の
み
な
ら

ず
、
保
護
者
の
方
々
も
加
わ

る
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
共
同
学
習
の

場
の
み
な
ら
ず
情
報
発
信
の

場
と
し
て
大
い
に
「
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」
が
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

る
力
と
、
同
時
に
、
自
分
を

表
現
で
き
る
外
国
語
の
力
を

育
成
し
ま
す
。
明
海
大
学
で

は
、
昨
年
度
、
複
言
語
・
複

文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
こ
の
理
念
に
基
づ
く
語

学
教
育
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
外
国
語
学
部
は
同
セ
ン

タ
ー
と
と
も
に
、
そ
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
外
国
語
学
部
で

は
、
言
語
学
・
文
学
・
通
訳

学
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
国
際
教
養
・
教
科

教
育
な
ど
の
専
門
領
域
に
関

す
る
講
義
や
演
習
に
よ
っ
て
、

こ
と
ば
と
文
化
の
本
質
を
探

り
、
真
の
意
味
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
精
神
の
基
礎
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

付
け
焼
刃
で
は
な
い
、
一

生
も
の
の
言
語
力
を
武
器
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会

で
自
立
で
き
る
卒
業
生
を
世

に
送
り
出
す
。
そ
れ
が
明
海

大
学
外
国
語
学
部
の
新
た
な

挑
戦
で
す
。

援
担
当
）
で
は
、
定
期
的
に

授
業
の
出
欠
確
認
を
行
っ
て

い
る
。
欠
席
が
多
い
学
生
に

対
し
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
シ

ス
テ
ム
や
電
話
で
呼
び
出
し

を
行
い
、
事
情
を
聞
き
な
が

ら
改
善
策
を
一
緒
に
模
索
す

る
。
大
学
が
学
生
の
悩
み
等

を
早
期
に
察
知
す
る
こ
と

で
、
留
年
や
退
学
を
防
ぐ
。

 

「
社
会
に
出
る
前
の
貴
重
な

大
学
生
活
を
自
分
自
身
で

し
っ
か
り
作
り
上
げ
る
こ

と
。
そ
れ
が
社
会
に
出
た
と

き
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。
少

し
軌
道
か
ら
そ
れ
た
と
き
、

柔
軟
に
修
正
が
で
き
る
よ
う

に
支
え
、学
生
に
合
っ
た『
学

び
の
場
』
を
提
供
す
る
。
そ

れ
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、
い
つ
で

も
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
」

事
に
も
前
向
き
に
な
れ
る
こ

と
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
強
み
に
気
づ
か
せ
、

自
分
の
満
足
や
幸
せ
に
向
か

う
生
き
方
は
何
か
を
見
つ
け

る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で

す
」。

　

大
学
生
と
も
な
る
と
、
親

は
子
ど
も
の
悩
み
を
聞
き
づ

ら
い
も
の
。
し
か
し
「
子
ど

も
の
良
さ
を
一
番
知
っ
て
い

る
の
は
親
。
そ
の
良
さ
を
ど

ん
ど
ん
口
に
出
し
て
あ
げ

て
。
何
か
に
失
敗
し
て
も
、

そ
れ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結

果
。『
よ
く
や
っ
て
い
ま
す

ね
』と
誉
め
て
、
子
ど
も
の

経
験
を
増
や
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ご
両
親
も
遠
慮

な
く
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
」。

な
く
教
室
外
で
の
学
習
環
境

の
充
実
化
も
図
ら
れ
、
今
回

登
場
し
た
本
学
図
書
館
の

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」

も
そ
の
一
例
で
す
。

教
職
員
・
学
生
・
保
護
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、

共
同
学
習
の
場
、
そ
し
て
情

報
発
信
の
場
に

　

こ
れ
は
『
多
様
な
利
用
形

態
や
学
習
ス
タ
イ
ル
に
対
応

す
る
た
め
に
、
学
習
支
援

サ
ー
ビ
ス
、
情
報
資
源
、
施

設
を
統
合
的
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
提
供
す
る
学
習
支
援
型

空
間
』（
長
澤
多
代
「
能
動

的
な
学
習
を
支
援
す
る
学
習

環
境　

大
学
図
書
館
と
ラ
ー

ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
①
」、

教
育
学
術
新
聞
、
平
成
24
年

能
と
な
り
、
文
化
が
形
成
さ

れ
、
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
今
、
母
語
の

力
を
十
分
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
人
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
外
国
語
に
つ
い
て
も
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
ス
コ
ア

や
英
検
な
ど
の
級
の
み
に

4

4

4

こ

だ
わ
り
、
結
果
と
し
て
、
見

せ
か
け
だ
け
の
外
国
語
力
で

満
足
す
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

母
語
を
活
用
す
る
力
と
外
国

語
で
表
現
す
る
力
の
育
成

　

明
海
大
学
外
国
語
学
部

で
は
、
わ
た
く
し
た
ち
が

生
ま
れ
て
最
初
に
手
に
入

れ
た
言
語
（
母
語
）
と
複

数
の
外
国
語
を
一
体
化
し

て
捉
え
る
こ
と
（「
複
言

語
主
義
」）
に
よ
り
、
母

語
を
き
ち
ん
と
活
用
で
き

金
に
関
わ
る
受
け
付
け
及
び

相
談
。
四
つ
目
は
、
学
生
の

学
籍
管
理
で
す
」。

　

な
か
で
も
、
修
学
・
学
生

生
活
支
援
の
一
環
で
離
学

者
（
退
学
者
）
対
策
に
は
力

を
入
れ
て
い
る
。
学
生
か
ら

相
談
に
来
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
授
業
を
休
み
が
ち
な
学

生
に
、
大
学
側
か
ら
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

る
。
ア
ル
バ
イ
ト
が
中
心
に

な
り
授
業
に
出
ら
れ
な
い
、

学
期
の
初
め
に
大
学
に
来
る

ペ
ー
ス
が
つ
か
め
ず
、
そ
の

後
の
授
業
に
行
き
づ
ら
い

…
な
ど
様
々
な
理
由
が
あ

る
。
学
生
支
援
課
（
学
生
支

と
話
す
樋
口
先
生
は
、
外
国

語
学
部
の
准
教
授
。
健
康
行

動
科
学
が
専
門
で
教
職
科
目

や
行
動
科
学
を
教
え
る
傍

ら
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

も
勤
務
し
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
こ
に
は
男
女
各

２
名
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お

り
、常
時
１
～
２
名
が
待
機
。

基
本
的
に
は
電
話
予
約
を
し

て
１
対
１
で
話
を
す
る
シ
ス

テ
ム
だ
。

　

相
談
は
、
対
人
関
係
、
将

来
の
不
安
、
自
分
の
性
格
の

こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

一
つ
ひ
と
つ
悩
み
は
異
な
る

が
、
ス
タ
ッ
フ
が
共
通
し
て

目
指
し
て
い
る
の
は
、「
何

教
育
水
準
の
向
上
と

積
極
的
な
教
育
研
究
成
果
の
発
信

副
学
長
　
高
野
敬
三

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
」の
登
場

メ
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
長
　
中
嶋
隆
一

明
海
大
学
外
国
語
学
部
の
新
た
な
挑
戦

副
学
長
／
外
国
語
学
部
長
　
大
津
由
紀
雄

学生の
ミカタ
Part1

一
人
一
人
の
良
さ
を
見
つ
け
、

頼
れ
る
「
味
方
」
に

外
国
語
学
部
准
教
授
　
学
生
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
樋
口
倫
子
先
生

充
実
し
た
学
生
生
活
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

学
生
支
援
課
（
学
生
支
援
担
当
）　
主
任
　
人
見
剛
さ
ん



第46号  (8)し　お　か　ぜ

海
外
研
修
で
英
語
力
は
ま
だ

ま
だ
と
実
感

　

高
校
生
の
と
き
か
ら
英
語

が
好
き
で
、
い
つ
か
留
学
し

た
い
と
い
う
夢
は
持
っ
て
い

ま
し
た
。

　

明
海
大
に
入
学
後
、
２
年

生
の
夏
に
３
週
間
の
海
外
研

修
に
参
加
し
て
、
そ
こ
で
生

の
英
語
に
触
れ
て
、
自
分
の

英
語
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
実

感
。
ま
た
、
英
語
は
留
学
し

て
か
ら
学
ぶ
よ
り
も
日
本
に

い
る
間
の
「
事
前
学
習
」
が

大
切
で
あ
る
と
も
考
え
、
帰

国
後
は
勉
強
法
を
見
直
し
、

さ
ら
に
英
語
の
学
習
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
明
海
大
で
は
成
績

優
秀
者
は
奨
学
金
と
し
て
授

業
料
が
全
額
免
除
と
な
る
の

で
、「
成
績
優
秀
者
に
選
ば

れ
れ
ば
、
経
済
的
負
担
を
減

ら
せ
る
の
で
留
学
さ
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
両
親
に
頼
み
、

今
度
は
長
期
留
学
す
る
こ
と

に
。
３
年
生
の
４
月
か
ら
12

月
ま
で
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー

タ
大
学
へ
。

　
重
要
な
の
は
自
分
の
意
見
を

伝
え
る
こ
と
。
英
語
は
ツ
ー

ル
　

留
学
先
で
は
現
地
の
学
生

と
一
緒
に
言
語
学
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
留
学

し
て
感
じ
た
の
は

「
英
語
は
ツ
ー
ル

で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
。
重
要
な
の

は
英
語
が
使
え
る

こ
と
で
は
な
く
、

英
語
を
使
っ
て
、

自
分
の
意
見
を
ど

う
伝
え
る
か
な
の

留
学
前
の
勉
強
が
大
切
。

現
地
で
は
大
雑
把
で
あ
れ

　

こ
れ
か
ら
留
学
す
る
人
に

は
、
留
学
前
の
語
学
の
勉
強

は
大
切
だ
と
伝
え
た
い
で

す
。
留
学
先
で
は
語
学
の
先

に
あ
る
も
の
を
つ
か
ん
で
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
神
経
質

で
あ
る
よ
り
も
、
大
雑
把
な

く
ら
い
の
ほ
う
が
、
留
学
生

活
を
楽
し
め
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。そ
の
と
き
、

明
海
大
に
通
う
韓
国
人
留

学
生
の
友
人
が
、
春
休
み

を
利
用
し
て
ソ
ウ
ル
に
帰

省
し
て
い
た
の
で
、
一
緒

に
食
事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
し
て
、
と
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
自
分
と
違
う
視
野
を
知
り

自
分
で
考
え
自
分
の
言
葉

で
話
せ
る
よ
う
に

　

研
修
へ
行
く
前
は
、
イ

ン
テ
リ
ア
や
空
間
デ
ザ
イ

ン
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
帰
国
後
は
建
物
の
構
造

に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
構
造
を
学
ぶ
授
業
も
と

る
よ
う
に
。
ま
た
、
韓
国
の

学
生
と
話
す
こ
と
で
自
分
と

は
違
う
角
度
の
視
野
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。ま
た
、

“
新
た
な
知
識
を
知
っ
て
お

し
ま
い
”
で
は
研
修
に
参
加

し
た
意
味
が
な
い
の
で
、
得

ら
れ
た
知
識
を
踏
ま
え
て
自

分
で
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
自
分
の

言
葉
で
話
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
今
後

の
就
職
活
動
に
も
き
っ
と
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
留
学
や
海
外
研
修
を

考
え
て
い
る
人
は
怖
が
ら
な

い
で
行
っ
て
ほ
し
い
。
行
っ

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

明
海
大
に
は
費
用
を
抑
え
る

シ
ス
テ
ム
が
い
く
つ
も
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

研
修
へ
参
加
し
て
み
て
、

も
っ
と
韓
国
で
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
中

国
に
も
行
っ
て
み
た
い
。
将

来
は
海
外
勤
務
に
も
挑
戦
し

た
い
で
す
。

て
の
興
味
が
高
ま
り
、
さ
ら

に
不
動
産
学
を
学
ぶ
海
外
の

学
生
と
意
見
交
換
が
し
た
い

と
思
い
研
修
参
加
を
決
意
し

ま
し
た
。

　

１
、２
年
生
と
勉
強
に
励

ん
だ
お
か
げ
で
学
内
選
考
に

通
り
、
費
用
の
一
部
が
奨
学

金
と
し
て
給
付
さ
れ
る
こ
と

に
。
残
り
の
費
用
は
自
分
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
捻
出
し

ま
し
た
。
韓
国
語
は
、
高
校

生
の
と
き
か
ら
韓
国
の
音
楽

や
ド
ラ
マ
に
興
味
が
あ
り
、

大
学
で
も
韓
国
語
の
授
業
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

学
生
同
士
、
片
言
の
韓
国
語

と
日
本
語
、
翻
訳
ア
プ
リ
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
し
て
２
年
生
か
ら
３
年

生
に
な
る
と
き
の
春
休
み
中

に
、
韓
国
へ
１
週
間
の
研
修

に
参
加
。
韓
国
の
学
生
と
は

一
緒
に
建
物
見
学
に
行
き
ま

し
た
。
お
互
い
に
片
言
の
韓

国
語
と
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻

訳
ア
プ
リ
も
と
て
も
役
に
立

ち
ま
し
た
。

　

研
修
中
、
日
本
か
ら
一
緒

に
行
っ
た
学
生
が
体
調
を
崩

し
て
し
ま
い
、
見
学
が
一
日

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
「
留
学
中
は
英
語
を

使
っ
て
生
活
す
る
」
と
目
標

を
決
め
て
い
ま
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
、
こ
の
自
分
の
や

り
方
は
日
本
人
留
学
生
か
ら

は
反
感
を
か
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
意

志
を
貫
い
た
こ
と
で
、
自
分

に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
と
い
う
時
期
に
留

学
す
る
こ
と
で
、
就
職
活
動

の
準
備
が
他
の
学
生
よ
り
遅

れ
て
し
ま
う
と
い
う
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、
英
語
を

使
っ
て
積
極
的
に
現
地
の
学

生
と
話
を
し
た
こ
と
で
、
企

業
が
求
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
確
実
に
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
目

標
を
や
り
遂
げ
た
自
信
は
、

き
っ
と
就
職
活
動
に
役
立
つ

と
思
い
ま
す
。

日
本
を
客
観
視
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た

　

カ
ナ
ダ
に
行
っ
て
み
る
と

中
国
か
ら
の
移
民
が
多
く
、

街
で
も
中
国
語
を
耳
に
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
同

じ
ア
ジ
ア
人
な
の
で
、
中
国

語
で
話
し
か
け
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら

離
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の
良

さ
に
も
気
付
き
、
日
本
を
客

観
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

同
じ
学
部
に
学
ぶ
海
外
の
学

生
と
意
見
交
換
し
た
い

　

入
学
前
か
ら
漠
然
と
留
学

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
入
学
後
、
不
動
産
の

勉
強
を
進
め
て
い
く
う
ち

に
、
海
外
の
不
動
産
に
つ
い

大学と教育後援会の留学サポート
　留学したい、させたいと思っていても費用が気になるとい
う人も多いはず。しかし、明海大はその費用面のサポートも
手厚い。2015 年度は制度を利用して 129 名の学生が留学
した。チャンスを逃さず利用しよう。

（１）海外留学制度
　海外協定大学へ派遣留学生として選考され、留学した場合
は、そこで修得した単位が卒業単位として認定される。協定
校留学の場合は、選考のうえ、大学から奨学金または教育後
援会から援助金が支給される。また、交換留学の場合は派遣
先大学での授業料が免除される。

（２）海外研修制度
　長期休暇を利用した海外研修。留学先はアジア、アメリカ、

ヨーロッパ、オセアニアに広がっており、研修費用の全額ま
たは一部を大学が負担する。プログラムによっては、単位認
定を行うものもある。

①明海大学学生奨学海外研修派遣規程に基づく研修制度
　学業成績が優秀な学生を選考し、海外研修費用の全額
を大学が負担して派遣する制度

②明海大学浦安キャンパス派遣留学生奨学金規程に基づく
　研修制度
　海外研修に要する費用の一部を大学が負担して派遣す
る制度。教育後援会からも援助金を支給。

2015 年度　浦安キャンパス海外留学・研修実績
外国語学部　68 人　　　経済学部　34 人
不動産学部　17 人　　　ＨＴ学部　10 人

　

日
頃
よ
り
、
教
育
後
援
会

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
に
教
育
後
援
会
評
議
員

会
を
無
事
に
終
え
、
こ
こ
に

新
体
制
と
し
て
の
活
動
の
一

つ
と
な
り
ま
す
、第
46
号「
潮

風
」
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
に
学
生
に
焦

点
を
あ
て
、
地
域
で
活
躍
す

る
学
生
の
紹
介
と
学
生
と
接

点
の
多
い
先
生
や
職
員
の

方
々
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
学
が
目
指
す
教
育
な

ど
を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例

で
あ
り
ま
す
キ
ャ
ン
パ
ス
め

ぐ
り
で
は
、
改
装
・
新
設
さ

れ
た
図
書
館
を
紹
介
し
、
取

材
に
あ
た
り
ま
し
た
教
育
後

援
会
の
役
員
も
学
生
に
な
り

た
い
気
分
？
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
教
育
後
援
会

は
、
学
生
と
保
護
者
の
方
々

の
た
め
に
、
よ
り
多
く
充
実

し
た
内
容
で
も
っ
て
、
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に
卒業生全員に記念として教育後援
会から卒業アルバムが送付贈呈さ
れます。返品を少なくするため次
の項目をご確認ください。

①アルバム送料は着払い（個人負担）
　になります。
②お手元に届くのは 12 月から翌年
１月を予定しております。

③住所を変更した場合は必ず学生支
援課に届出を行ってください。

④アルバムの発送は、国内限定のた
め、留学生は国内で受け取ること
が可能な住所・友人等を届出くだ
さい。（個人写真の撮影時に受付）

コミュニケーション能力
が向上。就活にも自信が
ついた
相沢 佳志さん（英米語学科４年）

アルバータ大学（カナダ）

海外研修をきっかけに、
さらに興味が

広がりました
池羽 七海さん（不動産学科 3年）

江原大学（韓国）

長期留学

海外研修

３年生 4月～ 12月

2年生から3年生の春休みに1週間

勉
強
、
就
活
、
人
間
性
…

い
ろ
い
ろ
な
面
で
プ
ラ
ス
に
な
る

海
外
留
学
・
研
修
体
験
談

大
学
や
教
育
後
援
会
で
は
、
留
学
を
希
望
す
る
学
生
を
後
押
し
す
る
留
学
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
カ
ナ
ダ
と
韓
国
へ
の
留
学
・
研
修
を
終
え
た
二
人
に
話
を
伺
っ
た
。

右
か
ら
２
番
目
が
池
羽
さ
ん


